
（別紙様式１） 
平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

    
学 校 名 大垣市立小野小学校 

実 施 期 間 平成２５年１１月７日（木）～１１月２３日（土） 

実 施 概 要 ①教育活動への保護者や地域の方の参加と授業公開 

②小野校区の子どもをよくする会推進大会の実施 

③学校評議員への授業公開 

④地区センター祭への参加 
実 施 内 容  学習・取組の分野 

  ☑自然   ☑歴史   ☑文化   ☑産業   ☑その他 
 公開の方法 
  ☑授業公開   ☑成果発表   ☑交流活動   ☑講演会等 
  ☑地域行事等参加   □その他 

来 校 者 数 保 護 者 ６００人
計   １，０００ 人

地域関係者 ４００人

実 施 状 況 １．学校評議員への授業公開（１１月７日） 
・学校評議員にも公開し、児童の成長の一端を確認した。 

２．ファミリー学級の実施（１１月１７日） 
・親子ふれあい活動（１．２．３年） 

地域の方を講師として、「凧づくり」「革細工」「絵手紙」等を通して親子のふ

れあいを深めた。 
・キャリア講演会（４．５．６年） 

「プロから学ぶ」をテーマとして、ステレオ太陽族さん（本校出身の吉本興

業芸人）を講師として、働くことの意義や誇り、夢をもつことの大切さを親子

で学んだ。 
・授業参観（１～６年） 

３．小野校区の子どもをよくする会推進大会の実施（１１月１７日） 
・善行児童表彰 
・講演「親子のこころの危機と育ち合い」講師：譲西賢 氏 
児童、保護者、地域住民が参加し、小学校を核として、「地域の子どもは地域で

育てる」ことを確認しあった。 
４．地区センター祭（11/10：三城 11/23：和合）への参加 

成果及び課題 ○地域や学校での児童の姿を交流することで、家庭、学校、地域が連携を密にして

子どもを育てていくことの必要性を確認できた。 
○たくさんの参観者の中で、保護者や地域の方々に児童が真剣に学習する姿を観て

いただくことができ、学校の教育活動に対する理解を得ることができた。 
○親子で一緒に活動することで、親子相互の理解が深まった。 
●広報等をさらに確実に行い、学校の取組や児童のよさを保護者や地域の方に知ら

せて、学校・地域・保護者の連携を一層強化していく。 
 


